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1，466戸(+3) 

7，327人(+8) 
3，606人(+2) 
丸721人(+6) 

(52年10月 1日現在〉

村のようす

世帯数

人口

男

女

U-I 

石

峯

白
華
山

大

字

J.U 

石

法

寺寺岩法寺観音堂A 

岩法寺千手観音堂とつり鐘堂.A 

こ
の
寺
の
起
り
は
、
前
九
年
の
役
で

戦
死
し
允
父
源
頼
遠
の
遺
骨
を
そ
の
子

有
光
が
葬
む
り
、

た
菩
提
寺
に
は

ιまる
。

頼
遠
は
阿
倍
宗
任
貞
任
兄
弟
討
伐
の

朝
令
を
怠
け
て
-
奥
州
に
遠
征
し
た
源
頼

義
の
一
族
支
ル
一
溺
の
将
と
し
て
んそ
の

子
有
光
ら
を
ひ
き
え
で
遠
征
軍
に
従
っ

た
。
こ
の
戦
は
永
京
六
年
(
一

O
五
一
)

に
は
じ
ま
一り
、
天
宣
明
康
平
と
続
き
康
平

五

年

三

O
六
二

Y
に
終
っ
た
。
長
期

戦
で
十
二
年
戦
争
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
頼
速
は
遂
に
康
一
平
五
年
封
川
(
岩

手
県
〉
で
戦
死
し
た
b

そ
の
子
有
光
は

戦
功
に
よ
っ
て
山
道
(
奥
州
市
部
)
の

地
を
与
え
ら
れ
藤
川
郷
(
玉
川
村
、
行

川
町
貯
水
沢
、
母
畑
、の
辺
)
に
新
任
し

た。(
川
辺
か
ら
中
野
)
先
づ
父
の
基
を
ふ
I

の
岩
法
寺
五
輪
塔
の
あ
る
と
号
け石
に
つ

く
り
、
そ
の
南
隣
の
地
に
菩
提
寺
を
建

て
た
の
で
あ
る
。
後
鎌
倉
時
代
に
、
現

在
地
に
岩
峯
寺
は
移
転
し
、
同
時
に
七

世
六
院
が
建
立
さ
れ
大
い
に
栄
え
た
と

い
わ
れ
る
。

観
音
山
の
観
音
堂
れ
聖
徳
太
子
御
作

で
頼
朝
公
の
守
本
尊
で
あ
る
観
音
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
〉
は
岩
峯
寺
の
奥
の

院
で
、
こ
の
辺
に
大
貫
山
上
岩
寺
、
上

寺
山
燈
明
寺
の
二
院
が
あ
り
、
仁
王

門
、
鐘
楼
、
食
堂
、
宝
蔵
な
ど
も
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
頃
大
槻
村
と
称

し
て
い
た
の
が
岩
法
寺
村
と
改
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
七
堂
六
院
も
天

正
二
年
に
田
村
清
顕
軍
の
兵
火
に
あ
い

こ
と
ご
と
く
灰
じ
ん
と
化
し
た
と
い
わ

れ
る
。



たまかわ広報 2 

議会だより

昭和52年11月Z日

条
例
り
一
部
改
正
に

基
金
の
額
を
一
、手
百

た
も
の
を
三
千
二
百

円
に
句改
め
る
も
の
。

に一付
一す
，ぺ
き
契
約
及
び

は
処
分
に
関
す
る
条
例

つ
い
て
、
地
方
自
治
法

を
改
正
す
る
政
令
が
昭
一

亦
早
千
二
日
公
布
さ
れ

転
出
.ど
と
な
っ
た
、
今

近
に
お
け
る
経
済
事
情

、
が
ほ
バ
地
方
公
共
団
体

菅
川
内
容
契
約
に
か
か
わ

る
も
の
で
従
来
予
定
価

上
の
工
事
ま
た
は
製
造

と
云
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
こ
の
予
定
価
格
を
三
千
万
円

に
引
上
げ
る
改
正
で
あ
る
。

。
玉
川
村
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
、
現
在

新
築
中
の
公
民
館
の
名
称
が
玉
川
村
須

釜
公
民
館
に
な
る
も
の
で
す
。

。
玉
川
村
幼
児
教
育
振
興
審
議
会
条
例

の
設
定
に
つ
い
て
、
今
後
の
幼
児
教
育

No. 1'35 

教
育
委
員
に
、

再
任
同
意
さ
れ
る

玉
川
村
議
会
第
四
回
臨
時
会
は
、
去

る
十
月
二
十
五
日
開
か
れ
提
出
さ
れ
た

議
案
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
、
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り

。
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
歳

入
に
お
い
て
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

六
百
八
十
八
万
七
千
円
、
雑
入
三
万

円
、
歳
出
に
お
い
て
、
土
地
改
良
区
総

用
意
ド
た
じ
ま
し
た
。

。
監
査
委
員
の
選
権
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
三こ
と
に
つ
い
也
、
知
識
経
験
を
有

る
者
の
う
ち
一か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査
委

員
と
じ
て
?
仁
緋
田
保
治
氏
の
後
任

に
、
玉
川
村
大
字
小
高
字
西
屋
敷
三
十

五
番
地
、
車
田
次
夫
氏
を
全
員
一
致
同

意
い
た
し
ま
し
た
。

石
森
藤
義
一
一氏
が

代
選
挙
費
三
万
円
、
林
業
振
興
費
一
千

二
十
万
円
、
予
備
費
三
百
三
十
一
万
三

千
円
減
の
補
正

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
、
石
森
藤
義
氏
が
任
期
満
了
に
な
る

の
で
再
び
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
満

場
一
致
同
音
ω
い
た
し
ま
し
た
。

無料人権相談所を開設

の
解
決
を
お
図
り
し
ま
す
。

o

貧
し
い
方
の
た
め
に
は
事
案
に

よ
っ
て
訴
訟
援
助
の
手
続
き
も
お

と
り
し
ま
す
。

戸
籍
、
国
籍
、
相
続
、
登
記
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
な
ど
の
家

事
、
民
事
問
題
の
ほ
か
刑
事
、
行

政
‘
税
務
、
労
働
問
題
等
す
べ
て

の
相
談
を
う
け
ま
す
。

と

き

十
一
月
三
十
日
(
水
〉
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

グ
人
権
は
み
ん
な
が
持
つ
も
の

守
る
も
の
H

ま談
す内相
。容談
t工，~ま
す個
ベ別
てに
秘う
密か
tこカ1
¥t、し、
'j:こ、

し相

o

相
談
の
お
一容が一
一ぷ
縫
侵
犯
に
h

あ

た
る
屯
り
ぬ
事
実
を
調
査
じ
て
そ
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国旗を先頭に入場行進A 

第
十
七
削
村
民
体
育
祭
は
、
去
る
十
月
十
日
須
釜
小
学
校
の
校

庭
で
村
民
が
一
堂
に
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
、
総
合
で
南
須
釜
が

七
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
は
部
落
ご
と
に
選
手
の
入
場
行
進
で
始
ま
り
、
小
針
村
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
か
ら
個
人
競
技
に

団
体
競
技
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ら
れ
、
一
、
五

O
O米
競
走
、

親
子
三
代
リ
レ

l
の
頃
に
な
る
と
続
々
観
衆
も
つ
め
か
け
さ
か
ん

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
部
落
対
抗
の
競
技
や
役
職
員
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
各
種
部
落
対
抗
リ
レ

1
競
技
で
は
大
歓
戸
が
上
が
り
、
大
会
は

尚
一
層
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

ー

きれいにお化粧

そ
れ
に
北
須
釜
有
志
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
「
ひ
ら
鍬
踊
り
」
を

披
露
し
か
っ
さ
い
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
々
員

に
よ
る
「
新
東
北
音
頭
」
や
婦
人
会
の
踊
り
、
「
芋
が
ら
ぼ
く

と
」
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
を
飾
っ
た
豊
年
盆
踊
り
は
観
衆
も
参
加
し
幾
重
に
も
踊
る

輸
が
会
場
一
ぱ
い
に
広
が
り
な
ご
や
か
な
う
ち
に
大
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優

勝

南

須

釜

準

優

勝

北

釜

三

位

川

辺

A 

東西鈴わり競争.A 

北須釜の獅子舞A 部落対抗むかで競走... 
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
11月26日

12月2日

昭和52年11月1日

寒
く
な
る
と
、
一
般
家
庭
で
は

.h油

ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具

が
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災
が
急
前

し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
の
暖
房
器
具
に
よ
る
火

災
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
の
が
最

も
多
く
、
こ
干
四
百
九
十
七
件
、
つ
い

で
こ
た
つ
に
よ
る
も
の
七
百
六
十
一

件
、
な
ど
と
な
一
「
つ
で
ずいν
ま~宇
ρ

一ハ
昭
和

五
十
一
年
版
消
防
白
書
よ
り
)

ま
た
今
年
一
、
二
月
だ
け
で
も
、
二

十
名
以
上
の
人
が
、
暖
房
器
具
の
取
扱

い
不
注
意
に
よ
る
火
災
で
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。

暖
房
器
具
に
は
、
そ
の
器
具
に
応
じ

た
正
し
い
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
取
扱

い
使
用
書
や
注
意
書
を
よ
く
読
ん
で
危

険
の
な
い
よ
う
に
使
用
七
「
ま
じ
よ
う
。

暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方
、
八
カ

条
o

r

①
出
入
口
、
通
路
1

階
段
下
な
ど
通

行
の
邪
魔
に
な
る
場
所
で
は
使
用
し
な

、。、U②
カ
ー
テ
ン
、
障
子
、
ふ
す
ま
な
ど

燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
や
、
燃
え
や

す
い
も
の
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

場
所
で
は
使
用
し
な
い
。

③
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
ス
ト
ー

ブ
の
周
囲
に
か
こ
い
を
す
る
な
ど
暖
房

器
具
に
直
接
手
が
触
れ
な
い
よ
う
に
す

る。
④
故
障
し
た
り
破
損
し
た
器
具
は
使

用
し
な
い
。

Y
-

⑤
可
燃
性
の
ガ
ス
や
蒸
気
が
発
生
し

た
り
J

た
ま
る
よ
う
な
場
所
で
は
使
用
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し
芯
い
い
。

⑥
器
具
の
川
聞
を
、
い
つ
も
き
ち
ん

と
整
理
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
近
く

に
置
一
か
な
い
。

⑦
器
具
の
点
検
、
整
備
を
ま
と
め
に

す
る
。

③
洗
た
く
も
の
な
ど
の
乾
燥
保
代
わ

り
に
使
わ
な
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
関
す
る
七
つ
の
ポ

イ
ン
ト

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
の
原
因
で

は
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
の
燃
え
や
す
い

も
の
が
あ
っ
た
。
消
し
忘
れ
た
。
転
倒

さ
せ
た
。
な
ど
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す。
ま
た
ス
ト
ー
ブ
の
種
類
別
で
は
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
が
最
も
多
く
千
八
百
三
十

附
加
保
険
料
で 件

、
つ
い
で
電
気
ス
ト
ー
ブ
二
百
六
十

五
件
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
五
十
年

の
統
計
)

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
と
き
は
、

①
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
は
絶
対

に
行
わ
な
い
。

②
給
油
は
、
油
量
計
を
見
な
が
ら
行

い
、
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
給
油
口
の
フ
タ
は
キ
チ
ン
と
閉
め

て
お
く
。

④
こ
ぼ
れ
た
油
は
必
ず
ふ
き
と
る
。

⑤
点
火
は
、
油
漏
れ
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
行
う
。

⑥
使
用
中
の
ス
ト

l
eフ
を
持
ち
運
ん

だ
り
、
ゆ
す
っ
た
り
し
な
い
。

⑦
耐
震
自
動
消
化
装
置
を
必
ら
ず
セ

ッ
ト
し
て
使
用
す
る
。

よ
り
多
い
老
齢
年
金
を

ー
年
額
六
万
円
が
加
算
!

国
民
年
金
で
、
よ
り
多
い
老
齢
年
金

(
通
算
老
齢
年
金
〉
を
受
け
た
い
と
願

う
被
保
険
者
は
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
受
け
た
い
人
は
、
二
、
二

0
0

円
の
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、
四

O
O

円
の
上
積
み
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
を
附
加
保
険
料
と
い
い
ま
す
。

こ
の
附
加
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
、
老
齢
年
金
の

額
、
が
加
算
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
二
十
五
年
間
納
め

る
と
、
年
額
で
定
額
分
の
四
十
二
万
六

千
七
百
円
に
、
六
万
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
附
加
保
険
料
を
納
め
よ
う
と
す
る
人

は
、
く
わ
し
い
こ
と
を
役
場
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
上
「
附
加
保
険
料
納

付
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

刷、J、I"V'-

所
得
税
第
二
期
分

の
納
税
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
は
、
所
得
税
第
二
期
分
の

納
税
の
月
で
す
。
所
得
税
は
、
第
一

期
分
か
ら
第
三
期
分
に
分
け
て
納
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
の
第
一
期
分
と
第
二
期
分
を
予

定
納
税
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
の

所
得
を
基
に
し
て
計
算
し
た
税
額
の

明
三
分
の
一
ず
つ
を
納
め
て
い
た
だ
く

N

わ
け
で
す
。

M

第
二
期
分
の
納
税
額
は
、
既
に
税

w

務
署
か
ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
か

M

ら
、
そ
の
金
額
を
十
一
月
三
十
日
ま

山
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

N

ま
す
。

引
し
か
し
、
十
月
三
十
一

ー日
現
在
の

凶
状
況
に
よ
っ
て
、
今
年
の
所
得
を
見

M

積
っ
て
計
算
し
た
税
額
が
、
次
の
よ

抗
う
な
事
情
の
た
め
に
、
税
務
署
か
ら

町
一一通
知
さ
れ
た
税
額
よ
り
少
な
く
な
る

町
一
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
!
?
了
定
一
納
税

w

額
の
減
額
承
認
の
申
請
を
す
る
こ
と

M

が
で
き
ま
す
。

山
マ
景
気
の
変
動
や
営
業
不
振
、

:廃

刊
業
、
休
業
、
失
業
な
ど
で
-
前
年
よ
り

M

所
得
が
減
る
と
見
込
ま
れ
る
?
と
き
o

w

マ
結
婚
、
出
生
な
ど
の
た
め
‘
配
偶

M

者
控
除
や
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
る

一
こ
と
に
な
っ
た
と
き
。

マ
新
た
に
障
害
者
や
老
年
者
、
寡
婦

な
ど
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
左

美

c

。
減
額
申
請
は
、
十
一
月
十
五
日
ま
で

に
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
に
は
振
替
納
税
制
度
を

利
用
さ
れ
ま
す
と
大
変
便
利
で
す
。

(
須
賀
川
税
務
署
)

吹
奏
楽
演
奏
会
の

お
知
ら
せ

来
る
日
月
幻
日
、
郡
山
吹
奏
楽
団
演

奏
会
を
玉
川
村
体
育
館
で
行
な
い
ま

す。
こ
れ
は
青
年
仲
間
、
つ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
「
音
楽
で
心
を
豊
か
に
」
と

題
し
で
聞
が
れ
る
も
の
で
す
。

ど
な
!た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お

集
り
下
さ
い
。

午
後
1
時
よ
り

3
時
ま
で

無
料

-~ 

あなたの街です二自然です:



たまかわ

曲
山
正
治
さ
ん

日
本
民
謡

東
北
大
会
で
優
勝

広報

蒜
生
の
曲
山
正
治
さ
ん
は
こ
の
地
方

の
民
謡
の
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
、
数

々
の
地
方
大
会
に
出
場
し
、
い
つ
も
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
そ
の
実
力
を
認

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
去
る
九
月
十

日
、
仙
台
市
白
鳥
ピ
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
第
二
十
四
日
本
民
謡
東
北
大
会
の

晴
れ
の
槍
舞
台
に
出
場
し
、
得
意
の

「
津
軽
山
唄
」
を
う
た
え
、
大
勢
の
出

場
者
の
な
か
か
ら
い
ら
ば
れ
て
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
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風
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風
に
な
れ
た
ら
い
い

沢
山
の
香
り
を
の
せ
て

街
や
村
を
通
っ
て
ゆ
く

着
飾
っ
た
娘
達
の
頬
に
も
ふ
き
ょ

せ

や
わ
ら
か
な
野
蕗
の
葉
に
も
そ
よ

ノ
く
、よ
ち
よ
ち
歩
き
の

な
ひ

赤
茶
け
た
ざ
ん
ぎ
り
頭
に
も
擁
か

せ
て
心
地
よ
い
春
の
風
に
な
っ
た
私
は

形
な
く
色
も
な
く
自
由
で
軽
い

遠
く
近
く

高
く
低
く

強
く
弱
く

あ
ふ
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
惑
わ
す

私
は
春
の
風
に
な
り
た
い

佐
藤
紀
枝
子

「
万
華
鏡
」
よ
り

蓬
田
小
平
両
局
の

電
話
自
動
化

喜びの曲山さん

石
川
電
報
電
話
局
で
は
、
蓬
田
、
小

平
両
局
の
電
話
を
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
す
る

た
め
の
工
事
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

が
、
十
一
月
三
十
日
午
後
二
時
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
式
に
な
り
ま
す
と
市
外
局
番
が

両
局
と
も
「

O
二
四
七
五
」
に
、
ま
た

市
内
局
番
が
蓬
田
が
五
局
、
小
平
が
四

局
と
な
り
加
入
番
号
は
四
ケ
タ
に
か
わ

り
ま
す
。

電
話
を
お
か
け
に
な
る
際
は
電
話
番

号
を
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら
お
か
け
く

だ
さ
い
。

臨
時
電
話
帳
は
川
辺
郵
便
局
窓
口
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
切
り
替
え
当
日
、
午
後
こ
時
前

後
の
蓬
田
、
小
平
両
局
へ
の
電
話
の
ご

利
用
は
な
さ
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

4. 

石
川
電
報
電
話
局
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自
分
の
体
力
を

確
か
め
よ
う

昭和52年11月 1日

文
化
展
の
ご
案
内
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公
民
館
主
催
菊
花
、
盆
栽
、
老
人
作

品
、
児
童
生
徒
作
品
の
合
同
に
よ
る
、
今

年
度
の
文
化
展
は
日
月

3
日
・

4
日
の

両
目
玉
川
村
体
育
館
で
開
か
れ
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
観
賞
を
ど
う
ぞ
o

o
恒
例
の
勤
労
青
年
文
化
祭

(
玉
川
村

たま治、わ広報

青
年
団
述
絡
協
議
会
主
依
〉
は
日
月
お

日
・
幻
日
の
一
向
目
玉
川
村
就
業
改
苔
セ

ン
タ
ー
で
聞
き
ま
す
。

教
室
開
講
の
お
知
ら
せ
内

公
民
館
で
は
寸
却
歳
の
教
一
室
」
と
「
茶

道
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
ο

学
習
日
は
寸
初
歳
の
教
室
」
は
日

月
一よ
り
ロ
月
ま
で
、
「
茶
道
教
室
」
は
日

月
よ
り
3
月
ま
で
両
方
と
も
毎
週
月
曜

日
の
夜
7
時
よ
り
9
時
ま
で
玉
川
村
就

4

業
改
善
セ

γタ
1
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
月
凶
日
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

村
職
員
、
各
種

委
員
の
人
事

O
村
職
員

新
任企
画
課
長

大

和

田

義

幸

(
企
画
課
主
幹
)

退
職企

画

課

長

大

野

金

次

郎

泉
中
学
校
用
務
員
添

田

キ

O
各
種
委
員

新
任監

査

委

員

車

田

次

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

矢

部

宗

退
任監

査

委

員

仁

井

田

保

治

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

車

田

利

夫

長
い
間
お
っ
と
め
に
な
り
、
退
職
、

退
任
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
に

た
い
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

人五
日 、十

七年
'十

月

日
の

(11 ， 
{月}
l .I:¥. '¥ 
込~ : 

i民}
〈館}
3関j
>{系{ -~
J行く
}事{

三
二
七
人

。d口
μ

、t
A吐
口
H

文
化
展
(
体
育
館
)

(
午
前
9
時
J
午
後
4

時
)
体
育
指
導
員
研
修
(
午

前
6
時
)

初
歳
の
教
室
開
講
式

(
午
後
7
時〉

後
期
婦
人
指
導
者
研
修

現
住
人
日
調
交
の
結
果
本
年
十
月
一

日
現
住
ん
白
は
、
七
、
一
之
二
七
人
と
な

り
、
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
当
時
よ

り
七
九
人
別
え
て
お
り
ま
す
。

戸
数
は
西
部
地
区
で
一
八
戸
別
、
東

部
地
区
も
四
一
円
増
え
、
あ
わ
せ
て
二
二

戸
の
増
と
な
り
ま

L
，た。

円

t
口は

7 
日

8
日
!
日
日

ワ

i部落名
昭和50年10月1日(国調) 昭和52年10月1日現在

昭和40年 . 昭10和月45 年
10月1日 1日

女
" ・

戸数 男 女 計 ，戸数|男 iit 戸数 人口 戸数 人口

川辺 195 472 537 1，009 194、 487 540 1. 027，~ ，~ 196 1.117 196 1:034 

蒜生 54 121 138 259 
…57 120 139 259 40 231 50 259 

小高 223 523 519 1.042 237 539 541 1.080 219 1，162 207 1.037 

中 130 296 331 627 126 303 328 631 135 697 161 721 

岩法寺 102 270 258 528 104 270 276 546 130 772 136 483 

竜崎 160 409 421 830 161 423 431 854 78 486 83 738 

南須釜 273 651 668 1，319 277 1.316 293 1，589 284 1，463 

北須釜 144 379 396 775 143 380 384 764 1'53 880 146 804 

r:とコ 73 204 204 408 ‘73 206 195 401 77 456 75 423 

山小屋 42 95 106 201 益2 96 1105 l' 201 44 242 39 215 

山新田 6 16 16 32 6 l' 16 16 32 8 47 7 40 

四辻新田 42 116 102 218 43 114 102 216 62 342 51 261 

言十 1 ， 44413 ， 55213 ，69617 ， 248‘ L竺土日9_613 ， 7?117 ，3 ，27r1A"~518， 02111 ， 435i 7，4781 

夫郎

μ
日

お
日
J
幻
日

未お
地

区

川

辺

岩蒜

"法中 " 
寺生

南竜

"須 " " 
釜崎

北

須

釜
お

地i
 
l
 

'
E
S
J
 

(
磐
青
)

茶
道
教
室
開
講
式
(
午

後

7
時〉

児
童
、
生
徒
読
書
感
想

文
募
集
締
切

壮
年
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

〈
午
前
9
時〉

高
令
者
学
級

勤
労
青
年
文
化
展
(
体

育
館
〉

郡
山
吹
奏
楽
団
演
奏
会

(
体
育
館
午
後
1
時〉

家
庭
教
育
学
級
(
玉
一

14 
日

19 
日

20 
日

27 
日

定
め

た

で

11 

〈
九
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

出
生
児
氏
名
保
護
者
名

須

藤

祐

樹

、
祐

一

仁

井

田
町
滞

倉

一

矢

部

美

穂

子

常

政

車

、

田

英

明

英

一

吉

田

孝

士

山

美

喜

男

石

森

泉

正

一

芳

賀

信

佳

辰

雄

大

竹

治

美

幸

久

小

林

純

金

喜

柳

沼

裕

美

竜

男

小

山

田

躍

敬

雄

円

谷

め

ぐ

み

義

明

小

原

那

巳

依

良

友

小

原
，一英

男

嗣

男

草

野

早

苗

繁

徳

く

や

み

区

死九
亡月
者分
氏の
名死
正t 亡

令書
忠主世か
名帯 lら作)

辺

大

竹

ゲ

ン

80 

納期 11月25日村民税3期・保険税3期11月の納税




